
資料４

（４）現状の水害リスクや取組状況について（４）現状の水害リスクや取組状況について
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洪水の発生状況（鵡川）洪水の発生状況（鵡川）
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鵡川の洪水発生状況

○平成4年8月洪水が鵡川における戦後最大の洪水である。
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主要洪水の概要（鵡川：平成4年8月洪水）

気象概況・洪水の特徴

○九州地方を縦断し、日本海を北上してきた中型で並の強さの台風10号は、秋田市の西北西約100kmの位置で
温帯低気圧に変わり、東北地方北部から北海道南岸を通過し、鵡川流域に豪雨をもたらした。

○鵡川地点上流域での流域平均24時間雨量は188mmに達し、鵡川観測所は戦後最大の流量及び戦後第2位の水
位を観測した 穂別観測所は 戦後最大の流量及び水位を観測した位を観測した。穂別観測所は、戦後最大の流量及び水位を観測した。

○8月9日昼頃から急激に水位が上昇し、鵡川観測所において計画高水位まで約0.7mに迫る水位、穂別観測所
において計画高水位を約0.3m超える水位となった。
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主要洪水の概要（鵡川：平成4年8月洪水）

被害状況

○鵡川沿川の至る所で内水氾濫が発生した。また、鵡川町と穂別町を結ぶ道道穂別鵡川線が道路決壊、穂別
町に通じるそのほかの道道も至る所でがけ崩れなどが生じ、一時穂別町は陸の孤島と化した。

鵡川河口鵡川河口 鵡川橋鵡川橋 むかわ町春日むかわ町春日鵡川河口鵡川河口 鵡川橋鵡川橋 むかわ町春日むかわ町春日

発生年月日
雨量
(mm)

流量
(m3/s)

概 要

平成4年8月 鵡川町、床上浸水6戸、床下浸水39戸、田畑被害

浸水域

凡 例

むかわ町穂別むかわ町穂別))

平成4年8月

（1992年）
188 2,991

鵡川町、床上浸水6戸、床下浸水39戸、田畑被害
10.4ha。穂別町床上浸水16戸、床下浸水78戸、田
畑被害98.3ha

むかわ町生田むかわ町生田 道道鵡川穂別線道道鵡川穂別線 5



主要洪水の概要（鵡川：平成18年8月洪水）

気象概況・洪水の特徴

○北海道地方に停滞した前線が、九州地方に上陸した台風10号の影響で、前線が活発になり、渡島半島方面
から進んできた発達した雨雲が胆振東部から日高西部に流れ込み、鵡川流域に豪雨をもたらした。

○むかわ町穂別市街地から下流域で300mmを超える局地的豪雨となり、鵡川地点上流域での流域平均24時間
雨量は248mmに達し 観測開始以来最も雨量が大きい洪水であった雨量は248mmに達し、観測開始以来最も雨量が大きい洪水であった。

○8月18日夜から急激に水位が上昇し、鵡川観測所において計画高水位まで約1.0m、穂別観測所においても
約1.0mに迫る水位となり、計画高水位を超過した箇所もあった。
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主要洪水の概要（鵡川：平成18年8月洪水）

被害状況

○鵡川沿川の至る所で内水氾濫が発生した。また、道道穂別鵡川線など各所で浸水・土砂崩れにより通行止
めとなり、各居住地区が分断、孤立した。

むかわ町穂別むかわ町穂別むかわ町大原むかわ町大原たんぽぽ公園たんぽぽ公園

浸水域

凡 例

発生年月日
雨量
(mm)

流量
(m3/s)

概 要

平成18年8月

（2006年）
248 2,194

むかわ町床上浸水5戸、床下浸水68戸、
田畑被害65ha

有明地区有明地区有明地区有明地区むかわ町市街部むかわ町市街部 7



現状の水害リスク（鵡川）現状の水害リスク（鵡川）
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現状の水害リスク（鵡川） ～ これまでの主な整備

○昭和26年から本格的な治水対策に着手。治水対策は、狭隘な河岸段丘上に発展してきた土地利用（市街
地・農地等）を守るように部分的な河道の是正を行いながら堤防整備等を進めてきた。

○現在は、平成4年8月洪水に対応するため、下流部の堤防整備、河道掘削を実施中。

堤防・河道の位置

むかわ町市街地
馬トロによる築堤盛土（S26） 機関車運搬線・築堤盛土（S26）

むかわ町穂別市街地
豊城地区

〔築〕S26～

鵡川で戦後最初

に着手した築堤

宮戸地区
汐見地区

米
原

地
区

河口左岸地区

〔築〕H7～

〔築〕S31～
〔築〕S27～

〔
築

〕
S
5
0
～ 区

凡 例

：現在の河道位置（平成22年）
：本格的な治水事業着手時の

河道位置（昭和22年）

～

※河道位置は、空中写真から澪筋を設定。
※旧川跡は、治水地形分類図から設定。

：旧川跡
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現状の水害リスク（鵡川） ～ 堤防整備状況

○無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。○無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。

鵡川 堤防整備状況図

完成堤防
暫定堤防
未施

凡 例

平成28年3月現在

未施工
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現状の水害リスク（鵡川） ～ 重要水防箇所

○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、あらかじめ水防上特に注意を要する区間を定め、○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、あらかじめ水防上特に注意を要する区間を定め、
重要度に応じて重要水防箇所として指定している。

重要度Ａ…水防上もっとも重要な区間
重要度Ｂ…水防上重要な区間

鵡川 重要水防箇所図 (平成28年3月現在)

堤防高（流下能力） Ａランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。
Ｂランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

堤防断面 Ａランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
ク 過去 法崩れ すべり 実績や 漏水 履歴があり そ 対策が未施 箇所Ａランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。

Ｂランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の箇所
や、基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。

※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。
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現状の水害リスク（鵡川） ～ 浸水想定区域図

○室蘭開発建設部は 洪水防御に関する計画の基本となる降雨により鵡川が氾濫した場合に浸水が想定され○室蘭開発建設部は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨により鵡川が氾濫した場合に浸水が想定され
る区域及び浸水した場合に想定される水深について、平成14年1月に公表している。

浸水想定区域図：平成14年1月現在

この浸水想定区域等は、指定時点の
鵡川の河道の整備状況等を勘案して、
計画高水流量が発生する大雨が降った

■鵡川水系鵡川浸水想定区域図（室蘭開発建設部ホームページ） http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/bousai_info/bousai/sinsuiku/sins_m.html

計画高水流量が発生する大雨が降った
ことにより、鵡川がはん濫した場合に
想定される浸水の状況を、シミュレー
ションにより求めたものです。
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現状の水害リスク（鵡川） ～ 平成15・18年出水に伴う道路通行規制

○有明地区から上流では、道道以外に各地区を結ぶ町道(迂回路)が少なく、孤立の危険性が高い。

◆平成15年8月出水における ◆平成18年8月出水における

○有明地区から上流では、道道以外に各地区を結ぶ町道(迂回路)が少なく、孤立の危険性が高い。
（平成18年8月出水においては、有明より上流の全区間において孤立）

◆平成15年8月出水における
道道・町道通行規制区間

◆平成18年8月出水における
道道・町道通行規制区間
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現状の水害リスク（鵡川） ～ 各居住地区が分断・孤立する地形特性1/2

○鵡川流域は各居住地区が浸水想定区域内に分散しており、浸水により分断・孤立が生じる。

有明KP20

旭岡

春日豊城

○

むかわ町市街地 生田

春日豊城

KP5

KP15

○

○

○☆
○

○
☆☆

花岡米原

宮戸
KP10

主要道道穂別鵡川線

汐見KP1

＜主な施設＞

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
☆ 公共施設（役場・警察・消防）
－ 国道・道道
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現状の水害リスク（鵡川） ～ 各居住地区が分断・孤立する地形特性2/2

○鵡川流域は各居住地区が浸水想定区域内に分散しており、浸水により分断・孤立が生じる。

KP25
栄

○

仁和

栄

豊田

有明
KP30

穂別

豊田

KP35
KP40

☆
穂

和泉 ○
☆☆

☆

○○ ○
○

＜主な施設＞

○ 病院

15
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－ 国道・道道



現状の水害リスク（鵡川） ～ 浸水区域内の基幹産業

○浸水区域内は、家屋のほか、町の基幹産業である農業○浸水区域内 、家屋 、町 基幹産業 ある農業
を支える肥沃な農地である。

○近年、ハウス栽培による高収益作物への転換が図ら
れ、鵡川が育む「むかわのやさい」は急成長してお
り、一度浸水すると町の基幹産業への影響が大きい。

農業等の地域産業の安定した発展

り、 度浸 す 幹産業 影響 。

農業等の地域産業の安定した発展

■ ハウス栽培による高収益作物へ転換

昭和63年

河川堤防河川堤防

トマト
収穫量
（ｔ）

収穫量
（ｔ） レタス

むかわのやさい収穫量推移

平成22年 2000

3000

トマト（ｔ）

2650

2000

3000

2370

（ｔ） レタス

ビニールハウス群ビニールハウス群
河川堤防河川堤防

0

1000

370

1000

178

ハウス

0
H5 H10 H15 H20 H25

0
H5 H10 H15 H20 H25

※農林水産省・北海道農政事務所・胆振支庁ＨＰより作成
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洪水の発生状況（沙流川）洪水の発生状況（沙流川）
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沙流川の洪水発生状況

○平成15年8月洪水が沙流川における戦後最大の洪水である。○平成15年8月洪水が沙流川における戦後最大の洪水である。
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主要洪水の概要（沙流川：平成15年8月洪水）

気象概況・洪水の特徴

○8月8日から9日朝にかけて寒冷前線が北海道を通過し、まとまった雨が降った。その後、雨は一旦止むが9
日は北海道の南海上に停滞した前線に向かって台風10号が接近したため、前線活動が活発化した事による
雨と台風本体による雨が重なり、沙流川流域に豪雨をもたらした。

○平取観測所での流域平均24時間雨量は307mmに達し それまでの最大記録である平成13年の約1 5倍という○平取観測所での流域平均24時間雨量は307mmに達し、それまでの最大記録である平成13年の約1.5倍という
記録的豪雨となり、最大流量約5,240m3/sもそれまでの最大記録である昭和37年の約1.5倍となる、観測史
上最大の洪水となった。

○8月9日夜から急激に水位が上昇し、堤防は越水や堤防決壊には至らなかったが、全川のほとんどで計画高
水位を越え 堤防天端まで水位が達した箇所もあった水位を越え、堤防天端まで水位が達した箇所もあった。

ピーク水位=28.16m
（8月10日3時20分）（8月10日3時20分）

水位上昇が速い

はん濫注意水位から最高水位まで
約4.2m上昇するのに約8時間

19



主要洪水の概要（沙流川：平成15年8月洪水）

○ほぼ全川で計画高水位を越えており、堤防は極めて危険な状態であった。

平取橋

40

45

沙流川橋梁 新平取橋

平取観測所
最大流量：5,238ｍ3/ｓ

荷菜大橋

30

35
出水時の最高水位

（二風谷ダムで洪水調節後の水位）

最大流量：約5,240m3/s

富川観測所
最大流量：5,277ｍ3/ｓ 紫雲古津大橋

20

25
標
高
（

ｍ

堤防の高さ

最大流量：約5,280m3/s

沙流川橋

10

15

ｍ
）

計画高水位

最深河床

一部では堤防の高さまで洪水が達していた

0

5

計画高水位
あと少し水位が高ければ越水、破堤

-5

0.00 5000.00 10000.00 15000.00 20000.00
河口からの距離（km）

3 6 9 12 15 18 21

■水位縦断図■■水位縦断図■
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主要洪水の概要（沙流川：平成15年8月洪水）

○各所で河岸侵食・堤防侵食・漏水が発生し危険な状態であった。

21



主要洪水の概要（沙流川：平成15年8月洪水）

被害状況

二風谷ダムによる流木の捕捉状況日高町富川地区の
内水氾濫状況

発生年月日
雨量 流量

概 要発生年月日
(mm) (m3/s)

概 要

平成15年8月

（2003年）
307 5,240

平取町被害家屋全壊3戸、床上浸水45戸、床下浸水25戸、門別町被害死者3人、重傷1人、
家屋全壊7戸、半壊6戸、一部破損16戸、床上浸水34戸、床下浸水147戸
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主要洪水の概要（沙流川：平成15年8月洪水）

被害状況

貫気別川貫気別川

額平川額平川

こたん橋こたん橋

貫気別川貫気別川
アブシ橋アブシ橋

23
沙流川支川 額平川・貫気別川合流点付近 沙流川支川 額平川アブシ橋被災状況



現状の水害リスク（沙流川）現状の水害リスク（沙流川）

24



現状の水害リスク（沙流川） ～ これまでの主な整備

○昭和23年から本格的な治水対策に着手。治水対策は、狭隘な河岸段丘上に発展してきた土地利用（市街
地・農地等）を守るように部分的な河道の是正を行いながら堤防整備等を進めてきた。また、氾濫区域内
の資産増大や洪水被害の増大傾向から昭和57年沙流川総合開発事業に着手し、平成10年3月に二風谷ダムが
完成した。

○現在は、平成15年8月洪水に対応するため、下流部の堤防整備、河道掘削や平取ダムの建設を実施中。

堤防・河道の位置

河口右岸地区

富川地区
紫雲古津地区 二風谷左岸地区

平取町市街地

日高町富川市街地
〔築〕S49～

〔築〕S35

二風谷ダム

H10.3完成

二風谷ダム（H10.3完成）

河口左岸地区

富川地区
荷菜去場地区

平取地区

平取町市街地
〔築〕S36～

〔築〕S46～

流 唯

〔築〕T12～S4

〔築〕S32～

〔築〕S27～

〔築〕S23～

〔築〕S35～

沙流川で戦後最初

に着手した築堤

凡 例

：現在の河道位置（平成21年）
：本格的な治水事業着手時の

河道位置（昭和22年）

沙流川で唯一

戦前に築堤した区間

に着手した築堤

※河道位置は、空中写真から澪筋を設定。
※旧川跡は、治水地形分類図から設定。

：旧川跡
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現状の水害リスク（沙流川） ～ 二風谷ダムの洪水調節効果

○二風谷ダムでは、平成15年8月洪水時に最大で約6,100m3/sの流入があり、約600m3/sの洪水調節を行った。
本出水において、二風谷ダムで約2,330万m3（札幌ドーム約15個分）の洪水を貯留し、ダム下流の河川に流
れる水量を少なくしたので、河川水位の低下を図ることができた。

○堤防整備等の進捗も相まって、平成15年8月洪水時に二風谷ダムで洪水調節を行った結果、ダム下流の全川
において約0.3～1.1mの水位低減を図ることができたため、洪水が堤防を越えたり、堤防が決壊するなどの
外水氾濫を回避することができた。

平取観測所
最高水位：
28.29m         
最大流量

一部では堤防の高さまで洪水が達していた

あと少し水位が高ければ越水、破堤

最大流量：
約5,240m3/s

富川観測所
最高水位：
7.66m             
最大流量：
約
5,280m3/s

ダムが無ければ洪水は堤防を越えていた
可能性も・・

26
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現状の水害リスク（沙流川） ～ 堤防整備状況

○無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。○無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。

沙流川 堤防整備状況図

完成堤防
暫定堤防

凡 例

暫定堤防
未施工

平成28年3月現在
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現状の水害リスク（沙流川） ～ 整備状況（平取ダム：建設中）

○洪水調節による水位低下対策が不足しており、洪水により氾濫する恐れがある。○洪水調節による水位低下対策が不足しており、洪水により氾濫する恐れがある。

位置図

日高町

平取町

日高町

二風谷ダム
（完成）

平取ダム

平取ダムの建設

平取（基準地点）

0 10 20 30 (km)0 10 20 30 (km)

日高町

（平成27年11月撮影）
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現状の水害リスク（沙流川） ～ 重要水防箇所

○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、あらかじめ水防上特に注意を要する区間を定め、○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、あらかじめ水防上特に注意を要する区間を定め、
重要度に応じて重要水防箇所として指定している。

重要度Ａ…水防上もっとも重要な区間
重要度Ｂ…水防上重要な区間

沙流川 重要水防箇所図 (平成28年3月現在)

堤防高（流下能力） Ａランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。
Ｂランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

堤防断面 Ａランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
ク 過去 法崩れ すべり 実績や 漏水 履歴があり そ 対策が未施 箇所Ａランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。

Ｂランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の箇所
や、基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。

※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。

29



現状の水害リスク（沙流川） ～ 浸水想定区域図

○室蘭開発建設部は 洪水防御に関する計画の基本となる降雨により沙流川が氾濫した場合に浸水が想定さ○室蘭開発建設部は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨により沙流川が氾濫した場合に浸水が想定さ
れる区域及び浸水した場合に想定される水深について、平成14年1月に公表している。

浸水想定区域図：平成14年1月現在

この浸水想定区域等は、指定時点の
沙流川の河道の整備状況、二風谷ダム
の洪水調節施設の状況等を勘案して、
洪水防御に関する計画の基本となる降
雨である概ね100年に1回程度起こる大
雨が降 た と より 沙流川がはん

■沙流川水系沙流川浸水想定区域図（室蘭開発建設部ホームページ） http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/bousai_info/bousai/sinsuiku/sins_m.html

雨が降ったことにより、沙流川がはん
濫した場合に想定される浸水の状況
を、シミュレーションにより求めたも
のです。
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現状の水害リスク（沙流川） ～ 広範囲に浸水する地形特性1/2

○平取町から日高町門別までの広範囲で浸水が生じる。

○

広範囲の浸水

KP10

○

日高町富川市街地

KP5

○

○

☆

日高町富川市街地

○

KP1
＜主な施設＞

○ 病院

31

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
☆ 公共施設（役場・警察・消防）
－ 国道・道道



現状の水害リスク（沙流川） ～ 広範囲に浸水する地形特性2/2

○平取町から日高町門別までの広範囲で浸水が生じる。

KP20

○ ○

平取町市街地

○
☆

○ ○
○

○
☆

☆

○

広範囲の浸水 KP15

＜主な施設＞

○ 病院

32

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
☆ 公共施設（役場・警察・消防）
－ 国道・道道



現状の水害リスク（沙流川） ～ 浸水区域内の基幹産業

○浸水区域内は、家屋のほか、町の基幹産業である農業○浸水区域内 、家屋 、町 基幹産業 ある農業
を支える肥沃な農地である。

○成長を続けているハウス栽培による「トマト」など、
一度浸水すると町の基幹産業への影響が大きい。

○また生産した「びらとりトマト」は、道内のほか関産 り 」 、道 関
東・近畿へ出荷し、夏秋トマトの市場を支えている。

農業等の地域産業の安定した発展

びらとりトマトの出荷先

昭和 63 年

びらとりトマトのブランド化 平取町

約9割の11千㌧を

河川堤防

関東へ

約9割の 千㌧を
関東・近畿へ出荷

平成 24 年

近畿へ

約2割 約1割

東京・横浜市場
に占める割合⼤阪・京都市場

に占める割合
ビニールハウス群

河川堤防 約2割 6千㌧/58千㌧
5千㌧/24千㌧

※びらとりトマトの出荷先・出荷期間（6⽉〜10⽉）の
東京・横浜・⼤阪・京都の卸売市場数量

※収穫量、出荷量、卸売数量は平成26年値

河川堤防
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現状の減災に係る取組状況現状の減災に係る取組状況
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〇鵡川、沙流川では、避難勧告の発令の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。

避難に関する情報伝達 ～ 洪水時における情報提供等の内容及びタイミング

〇氾濫危険水位は、氾濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に換算し、避難に必要な時間を考慮して設定
している。

〇洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。

■鵡川 沙流川洪水予報区間 避難 す 基準水■鵡川・沙流川洪水予報区間 ■避難に関する基準水位

基準観測所の受け持ち区間の出水特性（水位上昇量）や沿川
住民の避難に要する時間（リードタイム）を踏まえて設定。

※避難に要する時間（リードタイム）は自治体からのヒアリングによる。

鵡川洪水予報実施区間

◎鵡川水位観測所 穂別水位観測所◎

氾濫危険水位

避難判断水位

避難完了

避難勧告等の発令

避難準備情報の発令

リードタイム(避難時間等)
HWL

【改定 H27.4以降】栄水位観測所◎

【氾濫危険水位】

氾濫注意水位
避難準備情報の発令

水防団待機水位

沙流川洪水予報実施区間

◎富川水位観測所

平取水位観測所◎

■鵡川水位基準表（鵡川・栄・穂別基準観測所）

【氾濫危険水位】
・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安
・住民の避難判断の参考になる水位

【避難判断水位】
・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安
・住民の氾濫に関する情報への注意喚起

【氾濫注意水位】

（単位:ｍ）

観測所名
水防団 はん濫 避難 氾濫 計画高水位

待機水位 注意水位 判断水位 危険水位 （HWL）

沙流川洪水予報実施区間

【氾濫注意水位】
・水防団の出動の目安

【水防団待機水位】
・水防団が出動のために待機する水位

※鵡川洪水予報実施区間対象地区
左岸 むかわ町穂別から海まで

待機水位 注意水位 判断水位 危険水位 （HWL）

鵡川 2.80 3.50 4.60 4.80 6.20 

栄 30.50 31.20 33.70 34.10 34.78 

穂別 54.30 55.30 56.80 57.10 57.52 

■沙流川水位基準表（富川・平取別基準観測所）
左岸 むかわ町穂別から海まで
右岸 むかわ町穂別から海まで

※数値は標高値 35

観測所名
水防団 はん濫 避難 氾濫 計画高水位

待機水位 注意水位 判断水位 危険水位 （HWL）

富川 3.30 4.30 5.50 5.80 6.93 

平取 22.80 23.90 26.30 26.90 27.42 

※沙流川洪水予報実施区間対象地区
左岸 平取町二風谷から海まで
右岸 平取町二風谷から海まで



避難に関する情報伝達 ～ 洪水時における情報提供の充実

○近年洪水を教訓に、住民や水防団員等に水位状況を分かりやすく伝える量水標の設置、防災関係機関がリア

防災情報共有システムわかりやすい量水標

ルタイムで情報を共有できるシステムの構築を実施。

リアルタイムCCTVカメラ映像 通行規制情報（国道・道道）

むかわ町：平成21年1月23日 日高町：平成20年11月11日 平取町：平成20年10月14日
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住民等への周知 ～ 浸水する範囲とその程度、避難所の周知

○鵡川、沙流川流域の3町では、浸水想定区域図に基づき洪水ハザードマップを作成・周知している。○鵡川、沙流川流域の3町では、浸水想定区域図に基づき洪水ハザ ドマップを作成 周知している。

むかわ町ハザードマップ 平取町ハザードマップ

※下記記載事項は、各河川代表の市町村のハザードマップ

むかわ町ハザ ドマップ

高 ザ ド プ日高町ハザードマップ
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住民等への周知 ～ 住民等への情報伝達の体制や方法

○北海道開発局では 河川水位 洪水予報 ライブ映像等の情報をホームページやテレビを通じて伝達している

PC・スマホでライブ映像が確認できる

○北海道開発局では、河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホ ムペ ジやテレビを通じて伝達している。
○情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。

川の防災情報川の防災情報
水位・雨量データやダム放流
情報、ライブカメラなどが閲
覧できる

画面はサンプルです

ＮＨＫ札幌放送局 提供

デジタル放送のデータ放送
で河川水位を確認できる
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水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 河川の巡視

〇平常時の巡視のほか、出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。

■鵡川・沙流川水防警報区間および巡視区間

〇平常時の巡視のほか、出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
〇堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、

河川巡視で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等をさらに進める必要がある。

防警

■鵡川水防警報区域 ■鵡川巡視区域

鵡川水位観測所◎ 穂別水位観測所◎

富
川

栄水位観測所◎

平
取
水
位
観
測

水
位
観
測
所
◎

巡視写真

測
所
◎

■沙流川水防警報区域 ■沙流川巡視区域

平常時の河川巡視

出水時においては、氾濫注意水位を超えた
時点から河川巡視を開始し、洪水時の河川
状況を把握している。
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水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～資機材の配備状況

○水防資機材は、事務所・防災拠点等に保有しており、非常時においては水防団体等への貸し出しが可能。○水防資機材 、事務所 防災拠点等 保有 おり、非常時 お 水防団体等 貸 出 可能。

水 防 用 器 材水 防 用 資 材

穂別水防資材倉庫 土

の

う

丸

太

ビ

ニ
ー

ル

シ
ー

一

輪

ス

コ

ッ

掛 ハ

ン

マ

ー

鎌

水 防 用 器 材

管 理 者 備 蓄 箇 所 所 在 地

水 防 用 資 材

苫小牧河川事務所

袋 杭 ト 車 プ 矢 ー

袋 本 枚 台 丁 丁 丁 丁

室 蘭 開 発 建 設 部

苫 小 牧 河 川 事 務 所

鵡 川

防 災 拠 点

む か わ 町

花 園 2 丁 目 1
10678 61 36 17 49 6 37 13

宮 戸

防 災 拠 点

む か わ 町

宮 戸
2108 44 15 34 102 49 20

平取水防資材倉庫

防 災 拠 点 宮 戸

穂 別 水 防

資 材 倉 庫

む か わ 町

穂 別
1630 80 5 9 16 10

富 川 水 防

資 材 倉 庫

日 高 町

富 川
8937 79 30 11 19 12 6 4

平 取 水 防

鵡川防災拠点

※資器材は二風谷ダム・振興局・各自治体・北海道旅客鉄道（株）でも保有している

平 取 水 防

資 材 倉 庫
平 取 町 本 町 18400 25 16 4 1 3

苫 小 牧 河

川 事 務 所

苫 小 牧市 字柏

原
511 12 1 7 1 5

水防資材倉庫・防災拠点等

水防備蓄資材保有状況

富川水防資材倉庫

宮戸防災拠点

富川防災ステーション

資機材の配置状況図
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水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～災害対策車配備状況

○室蘭開発建設部管内において、排水ポンプ車等の災害対策用機械を５台配置している。建 排 機
○災害対策用機械は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、機械訓練を実施し、常時、災害発生によ

る出動体制を確保している。

排水訓練 〔苫小牧河川事務所 鵡川水防拠点〕
勇払郡むかわ町花園2丁目1

排水ポンプ車 30m3/min  26-4114
排水ポンプ車 30m3/min  26-4115

美幌水防拠点

照 明 車 ポール式 27-4122

〔苫小牧道路事務所 富川防災ST〕
沙流郡日高町富川東2丁目8-1美幌水防拠点
排水ポンプ車、照明車、支援ユニット排水ポンプ車 30m3/min  16-4112
照 明 車 ポール式 17-4112

夜間訓練

排水訓練排水訓練

排水訓練

排水訓練
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